
No. 推奨事業メニュー 交付対象事業の名称

事業の概要
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

事業始期 事業終期

1
①食料品の物価高
騰に対する特別加算

物価高騰対応デジタル地域通貨支援
金支給等事業【準備事業】

①食料品等の物価高騰の影響を受けた生活者等を支援す
るため、デジタル地域通貨「ICHICO」4,500円相当分のカー
ドを、基準日に住民登録されている全ての人を対象に配布
する事業に備え、準備するもの。
②カード配付に係る事務費
③事業費：201,641千円（事務費）
（会計年度任用職員報酬：1,230千円、共済組合負担金：88
千円、費用弁償（会計年度任用職員）：27千円、消耗品費：
300千円、通信運搬費：105,587千円、手数料：240千円、委
託料：74,369千円、使用料：19,800千円）
④基準日に住民登録されている全ての市民

R8.1 R8.4以降

2
③消費下支え等を通
じた生活者支援

デジタル地域通貨推進事業【R6補正
分】

①物価高騰の影響を受けた生活者等を支援するため、デ
ジタル地域通貨「ICHICO」の期間限定キャンペーン（春冬）
を実施し、ポイントを付与するもの。
【実施期間】春：令和7年4月15日～令和7年6月16日　冬：令
和7年12月1日～12月31日※還元ポイントが上限に達し次
第終了
【還元率】（春）中小個人店：15％ 大企業店：5％  （冬）中小
個人店：15％ 大企業店：10％
【一人あたりの付与上限】春：3,000ポイント 冬：5,000ポイン
ト
②市が事業者へ払うICHICO還元ポイント相当の負担金
170,000千円
③キャンペーン（春）：1,750円×40,000人＝ 70,000千円
　キャンペーン（冬）：2,500円×40,000人＝100,000千円
④デジタル地域通貨利用者

R7.4 R8.3

3
④省エネ家電等への
買い換え促進による
生活者支援

省エネルギー家電導入促進事業

①物価高騰の影響を受けた生活者等を支援するため、省
エネ性能の高い家電の購入費の一部を「ICHICO」ポイント
で還元するもの。 
【還元率】30％ 【上限額】60千円
【対象品目】エアコン・冷蔵庫・高効率給湯器（エコジョーズ
に限る）
②③計　100,276千円
事業費：100,000千円（負担金）
事務費：276千円（印刷製本費：56千円、通信運搬費：220千
円）
【単価の設定】R4千葉県の補助実績・ガス会社における実
績
【エアコン・冷蔵庫】42,000円/世帯×1,460件＝61,320,000
円 【高効率給湯器】42,000円/世帯×910件＝38,220,000円　
調整額460,000円
④市内世帯数　264,223世帯

R7.4 R8.3

4
③消費下支え等を通
じた生活者支援

防犯用品等導入促進事業

①物価高騰の影響を受けた生活者等を支援するため、防
犯用品の購入や防犯設備の設置に係る費用の一部を
「ICHICO」ポイントで還元するもの。 
【還元率】30％ 【上限額】40千円
【対象品目】ホームセキュリティ・防犯カメラ・防犯性の高い
錠・補助錠・防犯フィルム・センサーライト・センサーアラー
ム
②③計　25,382千円
事業費：25,000千円（負担金）
事務費：382千円（消耗品費：10千円、印刷製本費：262千
円、通信運搬費：110千円）
 【単価の設定】葛飾区における申請単価
15,000円/世帯×1,650件＝24,750,000円　調整額250,000
円
④市内世帯数　264,223世帯

R7.4 R8.3

5
③消費下支え等を通
じた生活者支援

デジタル地域通貨推進事業 【R7予備
費分】

①物価高騰の影響を受けた生活者等を支援するため、米
の購入費の一部を「ICHICO」のポイントで還元し、支援する
もの。
【実施期間】令和7年9月22日～11月20日　※還元ポイント
が上限に達し次第終了
【還元率】30％
【一人あたりの付与上限】 5,000ポイント
【対象品目】白米 ・ 玄米　（雑穀米 ・ もち米 ・ パックごはん
を除く） 
②市が事業者へ払うICHICO還元ポイント相当の負担金
75,000千円
③2万5,000人×3,000円／人＝75,000千円
④デジタル地域通貨利用者

R7.9 R8.3
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6
③消費下支え等を通
じた生活者支援

家庭用防災用品購入促進事業

①物価高騰の影響を受けた生活者等を支援するため、防
災用品の購入費の一部を「ICHICO」ポイントで還元し、支援
するもの。

 【期間】令和７年１０月１日～令和８年２月２８日　※申請期
間は令和8年１月31日まで

 【還元率】３０％　　【上限ポイント】４０千円分

【対象品目】
携帯（簡易）トイレ、モバイルバッテリー ・ ポータブル蓄電
池 ・ 発電機、感震ブレーカー、防災用品セット、携帯ラジ
オ、懐中電灯 ・ ランタン、給水袋 ・ 給水タンク、カセットコン
ロ ・ カセットボンベ、家具転倒防止器具 ・ ガラス飛沫防止
用品、住宅用火災警報器、消火用具、土のう袋 ・ 水のう袋 
・ 止水パネル、ブルーシート ・ ロープ　

②③計　14,130千円
 【単価の設定】南さつま市における申請単価を参考とした
●事業費 14,000千円（10千円×1,400件（負担金）
●事務費 130千円　（消耗品費 ： 20千円、印刷製本費 ： 
60千円、通信運搬費 ： 50千円）
④市内世帯数 264 223世帯

R7.10 R8.3

7

⑨推奨事業メニュー
例よりも更に効果が
あると判断する地方
単独事業

学校給食費管理事業【R7予備費分】

①物価高騰の影響を受けている給食費に対し、価格高騰
前と同等の質及び量の提供を確保するため、牛乳・食材等
の価格高騰分に相当する賄材料費を増額するもの。
※教職員分を除く
②43,789千円　賄材料費43,789千円
※総事業費178,190,024円のうち、1-3月分を交付対象経費
とするもの
③R5.4月を基準とし、1食単価高騰分に対象者、回数を乗じ
て算出
小学校給食1回当たり+30円、対象者21,905人、186回
中学校（1、2年）1回当たり+34円、対象者6,204人、182回
中学校（3年）1回あたり+34円、対象者3,113人、166回
④令和7年4月～令和8年3月までの児童・生徒の給食を対
象とするもの。

R7.4 R8.3


